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五
月
晴
れ
の

5
月
20
日
、
豊

科
公
民
館
ホ
ー

ル
に
て
第
12
回

安
曇
野
市
公
民

館
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

開
会
式
で

は
、
安
曇
野
市

公
民
館
長
会
の

山
田
賢
一
会
長

か
ら
「
北
ア
ル
プ
ス
の
麓
に
田
園
風
景

が
広
が
り
、
他
に
比
べ
よ
う
も
な
い
美

し
い
こ
の
安
曇
野
で
、
伝
統
を
大
切
に

し
な
が
ら
も
実
社
会
に
即
し
た
公
民
館

活
動
を
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
拾
い
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
長
野
県
で

も
人
々
の
生
涯
を
通
じ
た
学
び
の
場
と

し
て
、
公
民
館
が
中
核
を
担
っ
て
い
ま

す
。
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
、集
う
、

結
ぶ
、
学
び
あ
う
場
と
し
て
の
公
民
館

活
動
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
い

う
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
公
民
館
活
動
推
進
功
労

者
表
彰
及
び
地
区
公
民
館
報
表
彰
が
行

わ
れ
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

公
民
館
活
動
推
進
功
労
者
（
敬
称
略
）

▼
前
豊
科
公
民
館
長

内
川
丈
夫
男

▼
前
寺
所
地
区
公
民
館
長

岡
村　

典
明

▼
前
古
厩
地
区
公
民
館
主
事小

林　
　

剛

▼
前
三
郷
公
民
館
長

千
國　
　

温

▼
前
潮
沢
地
区
公
民
館
長

小
林　

公
緒

地
区
公
民
館
報
表
彰

▼
最
優
秀
賞　
　
　

豊
里
地
区
公
民
館

▼
優
秀
賞　
　
　
　

柏
原
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　

野
沢
地
区
公
民
館

し
た
。

　
「
あ
な
た
が
創
る
10
年
後
の
し
あ
わ

せ
」「
自
分
の
住
む
地
域
の
い
い
と
こ

ろ
」
な
ど
、「
参
加
者
が
自
分
ご
と
と

し
て
考
え
る
」
ワ
ー
ク
も
入
れ
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
化
や
災
害

に
備
え
る
地
域
社
会
に
つ
い
て
学
ん

だ
。
地
域
に
3
つ
の
間「
サ
ン
マ
」（
仲

間
・
空
間
・
時
間
）
が
足
り
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
誇
り
を
も
っ
て
住
み

続
け
た
く
な
る
よ
う
な
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
何
を
し
て

い
け
ば
い
い
の
か
。
出
会
い
、
つ
な
が

り
、
創
造
す
る
場
と
し
て
の
公
民
館
の

役
割
、
課
題
解
決
の
実
践
事
例
な
ど
を

紹
介
し
た
。公
民
館
は
地
域
の
真
ん
中
。

3
つ
の
ワ
ー
ク
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で
自

分
の
好
き
な
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
ま
ち

を
育
て
な
が
ら
、
課
題
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
え
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
こ

と
が
大
切
。「
ま
ち
づ
く
り
は
ふ
る
さ

と
づ
く
り
」「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
は
人

づ
く
り
」「
人
づ
く
り
は
関
係
づ
く
り
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
挙
げ
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
2
月
に
亡
く
な
っ
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
の
縁
側
育
く
み
隊
の

前
代
表
理
事
で
、
福
島
さ
ん
が
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
延

藤
安
弘
さ
ん

の「
私
よ
し
、

あ
な
た
よ

し
、
地
域
よ

し
」
と
い
う

言
葉
で
締
め

く
く
っ
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、

明
科
下
押
野
地
区
公

民
館
館
長
・
矢
花
幸

雄
さ
ん
と
主
事
・
太

田
雅
司
さ
ん
が
法
被

姿
に
ち
ょ
ん
ま
げ
の

カ
ツ
ラ
を
か
ぶ
り
拍

子
木
を
鳴
ら
し
な
が

ら
登
場
。
数
多
く
の
地
区
公
民
館
行
事

の
中
か
ら
、
納
涼
祭
に
つ
い
て
発
表
し

た
。
納
涼
祭
は
、
実
行
委
員
会
が
運
営

し
て
お
り
、
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

企
画
が
さ
れ
、
団
体
な
ど
の
露
店
の
出

店
が
あ
る
。
ま
た
、
周
知
の
た
め
に
手

ぬ
ぐ
い
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
抽
選
券
な
ど

が
配
布
さ
れ
る
た
め
、
区
民
は
も
と
よ

り
お
盆
で
帰
省
し
た
若
者
た
ち
も
と
も

に
楽
し
ん
で
い
る
。
露
店
な
ど
の
売
り

上
げ
は
、
出
店
団
体
の
活
動
資
金
と
し

て
還
元
さ
れ
、
公
民
館
活
動
も
よ
り
活

発
に
な
る
。
納
涼
祭
が
「
集
い
、
楽
し

み
、
絆
を
深
め
る
場
」
と
し
て
定
着
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　

講
演
で
は
、
地
域
ク
リ
エ
イ
タ
ー
・

茅
野
市
市
民
活
動
参
与
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
福
島
明
美
さ
ん
が
「
未
来
を

拓
く
地
域
づ
く
り
～
公
民
館
活
動
で
、

地
域
の
元
気
を
育
む
～
」
と
題
し
て
、

ご
自
身
が
体
験
さ
れ
て
き
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
に
お

け
る
公
民
館
活
動
の
役
割
に
つ
い
て
話

第
12
回
安
曇
野
市
公
民
館
大
会

開会前に市歌を斉唱

表彰状と記念品が授与された

事
例
発
表

　

下
押
野
地
区
公
民
館

講
演

　

福
島　

明
美
さ
ん

安曇野市

中央公民館
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真
々
部
氏
館
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
中
萱
駅
か

ら
徒
歩
20
分
、
千
国
道
か
ら
東
に
入
り

金
龍
寺
の
駐
車
場
の
北
に
あ
る
。

　

案
内
板
の
説
明
に
よ
る
と
『
武
田
氏

は
信
濃
・
安
曇
野
へ
の
経
略
と
上
杉
勢

へ
の
備
え
の
た
め
に
千
国
道
（
武
田
の

棒
道
）
を
新
た
に
開
削
し
、
安
曇
の
南

部
に
真
々
部
城
館
と
市
を
設
置
し
た
。

そ
し
て
千
国
道
の
中
程
に
穂
高
市
北
部

に
高
根
市
（
大
町
）
を
配
置
し
、
糸
魚

川
間
ま
で
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
軍
事
道

路
を
作
っ
た
。（
中
略
）
武
田
晴
信
は

天
文
19
年
（
１
５
５
０
年
）
頃
、
武
田

の
軍
団
が
武
具
・
馬
・
食
糧
等
の
準
備

を
す
る
北
進
の
基
地
と
し
て
真
々
部
城

館
と
城
下
町
を
築
き
宿
城
と
し
た
と
思

わ
れ
る
。
真
々
部
城
館
は
45
間
（
注
・

約
82
メ
ー
ト
ル
）
四
方
あ
り
本
丸
を
囲

む
土
塁
（
市
史
跡
）
と
堀
で
囲
ま
れ
て

い
た
。（
後
略
）』
と
あ
る
。

　

真
々
部
氏
館
跡
に
は
、
安
曇
野
市
の

真
々
部
氏
館
跡
の
碑
が
あ
り
公
園
に
な

っ
て
い
る
。
真
々
部
区
歴
史
研
究
会
で

作
成
し
た
案
内
板
や
地
図
が
あ
り
、
城

下
町
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。
館
を
中

心
に
道
・
堰
・
寺
社
・
宅
地
・
田
畑
等

を
計
画
的
に
配
置
し
た
地
割
跡
が
残
っ

て
い
る
。
七
寺
八
小
路
に
つ
い
て
は
、

寺
院
は
一
部
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、

八
小
路
は
現
存
す
る
。
ま
た
、
堰
が
た

く
さ
ん
あ
り
改
め
て
水
の
重
要
性
が
感

じ
ら
れ
る
。
先
人
の
知
識
の
結
集
で
あ

り
安
曇
野
の
命
の
源
で
あ
る
。

　

千
国
道
（
武
田
の
棒
道
）
は
、
直
線

で
見
通
し
が
良
い
し
交
通
量
も
少
な
く

散
歩
に
は
最
適
で
あ
る
。
城
館
跡
の
周

り
を
歩
く
と
真
々
部
区
が
交
通
の
要
衝

で
あ
る
こ
と
も
良
く
わ
か
る
。
中
萱
駅

よ
り
歩
い
て
館
跡
ま
で
行
く
こ
と
を
お

奨
め
し
た
い
。

　
（
参
考
文
献　

真
々
部
区
誌
・
豊
科

町
誌
）

ベ
ン
ト
で
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

へ
の
出
演
な

ど
。

　

ス
ト
ン
プ
に

使
う
物
は
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
探
す
こ
と

が
多
い
。ま
た
、

ホ
ウ
キ
の
柄
の

笛
や
デ
ッ
キ
ブ

ラ
シ
の
柄
の
尺

八
な
ど
自
作
を

試
み
た
り
し
て

い
る
が
舞
台
で

使
え
る
物
を
作
る
の
は
難
し
い
。
そ
れ

も
励
み
で
は
あ
る
が
…
。

　

こ
れ
ま
で
型
に
は
ま
ら
ず
に
柔
軟
な

発
想
で
い
ろ
い
ろ
挑
戦
し
て
き
た
。
今

年
は
横
笛
の
演
奏
技
術
の
向
上
と
、
き

れ
い
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
目
指
し
て
練

習
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上

で
あ
る
。

　

練
習
は
毎
週
水

曜
日
、
堀
金
公
民

館
で
行
っ
て
い

る
。
篠
笛
・
横
笛

は
も
と
よ
り
民
族

楽
器
・
ス
ト
ン
プ

に
興
味
の
あ
る
方

や
、
ピ
ア
ノ
や
ギ

タ
ー
な
ど
の
楽
器

で
参
加
し
て
み
た

い
方
は
、
ぜ
ひ
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

代
表　

中
澤
芳
朗　

73
ー
４
５
１
７

　
「
響
遊
会
」

は
平
成
12
年
2

月
に
2
団
体
の

和
太
鼓
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
有

志
が
、
組
太
鼓

以
外
の
可
能
性

を
求
め
て
み
よ

う
と
結
成
。
当

初
は
演
奏
ス
タ

イ
ル
の
模
索
、

研
さ
ん
を
主
と

し
て
い
た
が
、

同
年
6
月
に
三

宅
島
の
噴
火
災

害
が
発
生
し
、
救
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
（
於　

豊
科
公
民
館
）
の
出

演
依
頼
を
受
け
舞
台
に
立
つ
こ
と
と
な

る
。

　

篠
笛
と
各
国
の
民
族
楽
器
や
ス
ト
ン

プ
（
身
の
回
り
に
あ
る
楽
器
で
は
無
い

物
を
使
っ
て
演
奏
す
る
）
と
合
わ
せ
た

り
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
グ
ル
ー
プ
と
の

コ
ラ
ボ
演
奏
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い

る
。
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
は
、
篠
笛
を

習
得
し
た
い
と
参
加
す
る
小
学
生
も
い

る
が
、
成
人
し
て
堀
金
を
離
れ
た
り
、

高
校
入
学
後
に
勉
学
と
部
活
動
の
た
め

休
会
中
の
者
も
い
る
。

　

主
な
活
動
の
場
は
市
内
外
の
各
種
福

祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
、
イ

�
真
々
部
氏
館
跡（豊

科
・
真
々
部
）

古
き
を
尋
ね
て

真々部氏館跡付近の様子

グ
ル
ー
プ
紹
介

響き
ょ
う
ゆ
う
か
い

遊
会（
堀
金
）
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地
区
公
民
館
だ
よ
り

東
小
倉
地
区
公
民
館（
三
郷
）

私
は
一
生
懸
命

民
館
通
信
」
を
そ
れ
ぞ
れ
発
行
し
て
い

る
。
地
区
内
12
常
会
の
「
常
会
対
抗
ワ

ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
大

会
」
は
80
人
が
参
加
す
る
。
運
動
会
と

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
交
互
に
続
け
て

き
た
が
、
天
候
の
影
響
や
高
齢
化
に
よ

る
負
担
を
考
慮
し
て
一
昨
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
。

　

小
倉
地
区
の
行
事
と
し
て
は
、
お
盆

の
最
中
に
恒
例
の
「
小
倉
4
地
区
親
睦

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」を
続
け
て
い
る
。

ハ
マ
園
芸
の
協
力
に
よ
る
「
寄
せ
植
え

教
室
」
や
子
ど
も
向
け
の
「
紙
飛
行
機

教
室
」
を
開
い
て
い
る
。「
区
民
親
睦

旅
行
」
は
男
女
の
偏
ら
な
い
参
加
を
目

指
し
女
性
役
員
が
コ
ー
ス
を
選
定
し
て

い
る
。「
人
権
学
習
会
」
の
人
権
落
語
、

相
澤
病
院
の
「
健
康
に
か
か
わ
る
出
前

講
座
」、 

市
役
所
の
出
前
講
座
「
生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
の
会
・
介
護
予
防

に
つ
い
て
」
や
「
防
災
出
前
講
座
」
を

実
施
し
、「
美
化
運
動
」
と
し
て
室
山

公
園
と
小
倉
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
美
化

清
掃
を
続
け
て
い
る
。

　
（
公
民
館
長
・
宮
下
輝
敏
、
副
公
民

館
長
・
降
旗
久
司
、
主
事
・
東
本
博
之
）

　

あ
る
晩
、
小
学

校
体
育
館
の
横
を

歩
い
て
帰
宅
し
て

い
る
と
太
鼓
の
軽

や
か
な
音
が
聞
こ

え
、
ほ
ろ
酔
い
気

分
の
体
に
心
地
よ

く
響
い
た
。
明
科

地
域
の
中
に
太
鼓

の
グ
ル
ー
プ
が
あ

る
こ
と
は
知
っ
て

お
り
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
「
太

鼓
を
や
ろ
う
」
と
心
に
き
め
た
。

　

会
の
名
前
は
明
科
地
域
芸
術
文
化
協

会
所
属
の
「
信
州
安
曇
野
あ
す
な
ろ
の

会
」
で
、
代
表
者
は
平
林
千
代
さ
ん
。

メ
ン
バ
ー
は
小
学
生
と
そ
の
お
母
さ
ん

と
い
う
構
成
で
顔
見
知
り
も
多
い
。
出

入
り
も
あ
る
が
お
よ
そ
15
人
位
の
会
員

が
、
に
ぎ
や
か
に
和
気
あ
い
あ
い
と
練

習
を
し
て
い
る
。　

　

平
成
15
年
に
親
子
で
入
会
し
、
太
鼓

演
奏
の
定
番
「
勇い

さ
み
ご
ま駒
」
を
必
死
で
覚
え

る
。
翌
日
に
は
腕
が
痛
く
な
っ
た
が
、

曲
を
覚
え
る
の
に
頭
を
使
い
運
動
に
も

な
る
の
で
こ
れ
は
い
い
と
思
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
は
覚
え
る
の
が
早
く
物
お
じ

し
な
い
。
一
年
一
年
成
長
し
て
い
く
姿

を
見
て
い
る
の
も
楽
し
い
。
中
学
生
に

な
る
と
多
く
は
太
鼓
を
卒
業
し
て
い
く

が
、
そ
の
経
験
が
ど
こ
か
で
役
に
立
っ

て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
。
昨
年
2
歳
の

男
の
子
が
入
会
し
た
。
小
さ
な
手
に
バ

チ
を
握
り
、
メ
ン
バ
ー
の
拍
子
に
合
わ

せ
る
様
に
小
太
鼓
を
た
た
く
姿
が
微
笑

ま
し
い
。
他
の
子
ど
も
た
ち
も
温
か
く

見
守
り
、
ど
ち
ら
も
将
来
が
楽
し
み
で

あ
る
。

　

会
で
は
、
勇
ま
し
い
曲
の
他
、
お
囃

子
風
の
の
ど
か
な
曲
に
も
力
を
入
れ
、

あ
や
め
ま
つ
り
な
ど
の
市
の
イ
ベ
ン
ト

や
介
護
施
設
へ
の
訪
問
な
ど
の
演
奏
活

動
を
続
け
て
お
り
、
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ

て
い
る
。

　

現
在
は
、
練
習
会
場
の
準
備
な
ど
も

含
め
、
会
計
・
庶
務
・
運
搬
移
動
・
力

仕
事
な
ど
、会
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

今
後
も
独
自
性
を
出
し
な
が
ら
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
続
け
、
体
力

の
少
し
落
ち
た
今
は
「
メ
ン
バ
ー
の
ち

ょ
っ
と
口
う
る

さ
い
お
や
じ
」

的
存
在
で
、
ず

っ
と
関
わ
っ
て

行
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

に
も
属
し
て
、

ス
テ
ッ
プ
と
ダ

ン
ス
を
楽
し
ん

で
い
る
。
ど
ち

ら
も
大
切
な
も

の
は
リ
ズ
ム
感

と
仲
間
で
あ

る
。 

　

東
小
倉
地
区
は
、
三
郷
地
域
の
中
西

部
に
位
置
し
、
南
は
黒
沢
川
左
岸
か
ら

室
町
、西
は
室
山
の
東
側
か
ら
南
小
倉
、

東
は
千
国
街
道
か
ら
上
長
尾
、
北
は
北

小
倉
の
果
樹
園
が
続
く
サ
ラ
ダ
街
道
に

沿
っ
て
楡
に
至
る
。
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
憩
い
の
場
で
あ
る
室
山
は
、
眼

下
に
リ
ン
ゴ
畑
が
広
が
り
、
頂
上
に
は

室
山
ア
グ
リ
パ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
、「
安

曇
野
み
さ
と
温
泉
フ
ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
室

山
」
が
あ
る
。
世
帯
数
４
６
８
戸
、
人

口
１
０
８
５
人
で
あ
る
。（
１
月
１
日

現
在
）

　

東
小
倉
地
籍
で
は
縄
文
人
が
４
０

０
０
年
前
生
活
し
た
跡
が
遺
跡
と
し

て
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に

は
「
御お

は
や
し林
」
と
呼
ば
れ
た
赤
松
林
を
松

本
藩
が
管
理
、
明
治
時
代
に
国
有
化
さ

れ
「
小
倉
官
林
」
に
な
り
、
大
正
時
代

に
小
倉
村
外
６
カ
村
に
払
い
下
げ
ら
れ

た
。
三
郷
村
誌
に
よ
る
と
、
大
正
9
年

に
開
墾
起
工
式
が
あ
り
移
住
入
植
が
始

ま
っ
た
と
あ
る
。

　

公
民
館
組
織
は
公
民
館
長
、
副
公
民

館
長
、
主
事
の
三
役
が
2
年
任
期
で
担

当
し
、
副
公
民
館
長
が
2
年
目
に
公
民

館
長
を
務
め
る
体
制
を
敷
い
て
い
る
。

　

三
郷
公
民
館
主
催
行
事
へ
の
参
加
の

他
、
保
健
体
育
部
、
文
化
部
、
生
活
産

業
部
、
女
性
学
級
の
各
部
が
計
画
立
案

し
活
動
し
て
い
る
。
総
務
部
は
年
末
に

「
公
民
館
だ
よ
り
」
を
、年
度
末
に
「
公

滝
澤
　
実
雄
さ
ん
（
明
科
）

常会対抗ワンバウンドふらば～る
バレー大会
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堀
金
公
民
館
は
6
月
2
日
「
岩
原
城

址
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」
を
「
岩
原
自
然
と

文
化
を
守
り
育
て
る
会
」
と
共
同
で
開

催
し
、
80
人
余
が
参
加
し
た
。

　

岩
原
城
は
、
戦
国
時
代
、
仁
科
氏
の

一
族
が
堀
金
の
地
に
進
出
し
て
堀
金
氏

を
名
乗
り
、
戦
い
の
際
の
防
御
の
砦
と

し
て
築
い
た
、
城
郭
の
姿
を
持
た
な

い
山
城
で
あ
る
。
頂

上
に
通
じ
る
山
道
は

「
岩
原
自
然
と
文
化

を
守
り
育
て
る
会
」

が
１
年
が
か
り
で
開

削
、
整
備
を
重
ね
遊

歩
道
と
し
て
公
開
し

た
。

第
55
回
童
謡
祭
り

岩
原
城じ

ょ
う
し址

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

深
緑
コ
ン
サ
ー
ト

ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

フ
ロ
ア
バ
レ
エ
教
室

　

豊
科
公
民
館
は
5
月
5
日
「
第
55
回

童
謡
祭
り
」
を
開
催
し
た
。

　

郷
土
の
詩
人
藤
森
秀
夫
先
生
を
し
の

ん
で
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
は
藤
森
先
生
の
作
品
「
フ
リ
ー

ジ
ア
」
を
と
よ
し
な
女
声
合
唱
団
が
披

露
し
た
後
、
全
員
で
「
め
え
め
え
児
山

羊
」
を
歌
っ
た
。
続
い
て
、
作
詞
・
作

曲
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
優
秀
賞
「
未
知
と

私
」
作
詞
平
田
真
穂
さ
ん
・
作
曲
伊
藤

杏
彩
さ
ん
（
と
も
に
当
時
穂
高
西
小
6

年
）
は
じ
め
優
秀
作
品
の
表
彰
が
行
わ

れ
た
。

　

演
奏
会
の
第
一
部
で
は
、
地
元
の
子

ど
も
た
ち
を
は
じ
め
明
る
い
歌
声
が
会

場
に
流
れ
た
。
第
二
部

で
は
、
中
学
時
代
に
作

詞
・
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル

で
最
優
秀
賞
に
輝
き
、

今
は
ド
イ
ツ
の
楽
団

で
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
奏
者

と
し
て
活
躍
す
る
丸

山
久
美
子
さ
ん
と
オ

ー
ボ
エ
、
ピ
ア
ノ
に
よ

る
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

演
奏
が
行
わ
れ
た
。

　

穂
高
公
民
館
は
4

月
か
ら
5
月
に
か
け

て
「
誰
で
も
で
き

る
！
フ
ロ
ア
バ
レ
エ

教
室
」
を
全
5
回
開

催
し
た
。
講
師
は
山

之
内
里
冴
さ
ん
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
バ
ー
・
ア
ス
テ
ィ
エ
協
会

の
長
野
県
第
一
号
の
認
定
講
師
で
あ

る
。
フ
ロ
ア
バ
レ
エ
は
、
床
に
座
っ
た

り
寝
た
り
し
た
状
態
で
、
音
楽
に
合
わ

せ
な
が
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
「
バ

ー
レ
ッ
ス
ン
」
の
動
き
を
基
本
と
し
行

う
運
動
だ
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動
き
で

行
う
た
め
、
年
配
の
方
で
も
気
軽
に
で

き
る
。「
バ
レ
エ
は
自
己
表
現
、
で
き

な
く
て
も
自
信
を
持
っ
て
堂
々
と
行
う

の
が
大
事
。
気
持
ち
を
高
め
れ
ば
表
情

も
豊
か
に
な
る
」
と
山
之
内
さ
ん
。

　

大
変
好
評
の
た
め
、
現
在
は
サ
ー
ク

ル
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　

三
郷
公
民
館
は
5
月
の
毎
週
木
曜
日

の
午
後
7
時
30
分
か
ら
「
ポ
ー
ル
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
」
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
実
施

し
た
。

　

照
明
に
映
え
る
三
郷
体
育
館
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
外
周
で
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

松
田
久
雄
さ
ん
の
指

導
に
よ
り
、
2
本
の

ポ
ー
ル
を
使
っ
た
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
体
験
し
た
。
ポ
ー
ル
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
は
、
股
関
節
、
膝
関
節
、

足
関
節
へ
の
負
荷
を
軽
減
し
て
身
体
の

ゆ
が
み
を
解
消
し
、
筋
力
バ
ラ
ン
ス
を

整
え
る
効
果
が
あ
る
。「
娘
に
誘
わ
れ

て
参
加
し
た
」
と
言
う
岩
瀬
美
智
子
さ

ん
（
75
）
は
ポ
ー
ル
さ
ば
き
を
楽
し
ん

で
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
東
山
路
）

　

父
、
辰
文
さ
ん
と
参
加
し
た
尾
日
向

恵
太
君（
堀
金
小
3
年
）は
「
知
ら
な
か

っ
た
近
く
の
山
に
登
れ
て
良
か
っ
た
」

と
、
楽
し
そ
う
に
話
し
た
。（
東
山
路
）

　

明
科
公
民
館
は
5
月

26
日
「
深
緑
コ
ン
サ
ー

ト
～
Ｐプ

レ

イ

Ｌ
Ａ
Ｙ
Ｂバ

ッ

ク

Ａ
Ｃ
Ｋ

Ｓシ

ョ

ウ

ワ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ａ
～
」
を
開

催
。
約
50
人
が
昭
和
の

懐
か
し
の
ヒ
ッ
ト
曲
を

お
の
お
の
感
傷
に
浸
り

な
が
ら
堪
能
し
て
い
た
。

　

演
奏
者
の
「
Ｍマ

ブ
Ａ
Ｂ
」
は
、
30
代
～

70
代
の
幅
広
い
年
代
層
の
男
女
8
人
で

構
成
さ
れ
、
子
育
て
や
仕
事
、
定
年
後

の
時
間
を
楽
し
み
な
が
ら
演
奏
活
動
を

し
て
い
る
。

　

明
科
光
の
大
堀
富
貴
子
さ
ん
（
65
）

は
「
コ
ン
サ
ー
ト
が
大
好
き
な
の
で
、

大
変
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
言
い
、

美
空
ひ
ば
り
メ
ド
レ
ー
や
人
生
い
ろ
い

ろ
の
曲
な
ど
に
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
手
拍
子
を
交
え
な
が
ら

声
援
を
送
っ
て
い
た
。　
　
　
（
静
流
）

こ
ん
な
に
ト
マ
ト
を
好
き
か
と
い
う

と
、
幼
少
の
頃
に
さ
か
の
ぼ
る
。
夏
に

な
る
と
、
畑
を
や
っ
て
い
た
祖
父
母
の

所
へ
行
っ
て
は
ト
マ
ト
を
採
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
た
。
見
た
目
の
良
く
な
い
も

の
も
あ
る
が
、
大
き
く
実
っ
た
ト
マ
ト

は
甘
く
み
ず
み
ず
し
い
。
ふ
と
思
い
出

し
て
は
恋
し
く
な
る
の
だ
。　
（
Ａ
・Ｙ
）

　

ト
マ
ト
の
季
節
が
や
っ

て
き
た
。
熟
れ
た
ト
マ
ト

を
ミ
キ
サ
ー
で
ジ
ュ
ー
ス

に
し
た
も
の
が
大
好
き
だ
。
も
ち
ろ
ん

た
だ
包
丁
を
入
れ
た
も
の
も
好
き
だ
。

知
人
に
は
ト
マ
ト
の
嫌
い
な
人
も
い
る

が
、
一
緒
に
食
事
を
す
る
と
ト
マ
ト
を

く
れ
る
の
で
あ
り
が
た
い
。
な
ぜ
私
が

欅


